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御坂峠は、河口湖から笛吹市方面へ結ぶ国道137号線の旧道の一部で、現在では交通量は少なくなってしまいましたが、その歴史は古く、峠名の「御坂」は日本武尊が東国遠征の際に越えたことに由来すると伝えられています。	冨嶽三十六景と御坂峠	御坂峠は河口湖からは少し距離があるため、富士山の撮影スポットとしてはあまり知られていないかもしれませんが、江戸時代には浮世絵師の葛飾
北斎が「冨嶽三十六景」で、歌川広重が「富士三十六景」で、御坂峠から見える河口湖と富士山を描いています。	浮世絵の大家にあやかって、緑に囲まれる御坂峠から、あなたも富士山の大作を撮影してみてはいかがでしょうか？	●自動車でのアクセス	★★	●鉄道・バスでのアクセス	★	●観光施設充実度	★★	●自然	★★★★★	●富士山の撮影	★★★	●逆さ富士	－	●難易度	中	●総合おすすめ度
★★★	御坂峠（夏：緑鮮やかな富士山）	雪のない富士山は、7月から10月頃にかけての限定仕様で、特に御坂峠から望む富士山は、茶色い地肌をあらわにした富士山が鮮やかな新緑に囲まれ、隠れた人気撮影スポットです。	他の人とは一味違った富士山を撮影してみたいなら、お薦めのスポットです！	御坂峠（秋：紅葉シーズン）	10月の後半から、11月にかけての紅葉のシーズンには、富士山も
毎年ちょうど、初冠雪の時期を迎えます。夏の緑鮮やかな富士山から、おなじみの雪化粧をした富士山に衣替えを行います。紅葉の紅と雪の白のコントラストを楽しんで見ましょう。富士山を撮影するにも絶好の時期といえるでしょう。	「富士には月見草がよく似合ふ」の名文句で知られる太宰治の小説『富嶽百景』ですが、太宰が舞台となる山梨県河口村（現・富士河口湖町）の御坂峠（みさかと
うげ）、天下茶屋を旅したのは、昭和13年9月13日のこと。実は御坂峠には昭和6年11月に御坂隧道が完成し、甲府と富士吉田を結ぶ路線バスも運行されていたのです。	昭和6年9月に満州事変が勃発していますが、御坂隧道は、その年の5月に貫通、11月に完成しています。世界的な不況の中、失業者の救済としての工事にもなっていましたが（東京府の失業者を半数雇用することが条件）、低賃
金に加え、きつい労働で、工事は困難を極めたと伝えられています。現在は山梨県道708号（富士河口湖笛吹線）ですが、工事の計画・完成時は、未整備の笹子峠越えに代えて御坂峠越えとする新国道8号線計画で誕生した車道です。昭和天皇即位（御大典）記念事業として県会で可決され、車社会の到来への対策として開削された幹線ルートでした（856万円の総工費と、延べ36万人を動員しての
大規模な道路開削でした）。つまりは、当時、東京と山梨を結ぶ最短ルートは、現在の中央自動車道の笹子峠越えではなく、この御殿場経由の御坂峠越えで、開通と同時に太宰治も乗車した路線バスが、甲府と富士吉田を2時間で結びました。とはいえ、未舗装の林道のような国道で、バスもボンネットバスという時代です。昭和42年に新御坂トンネルが開通し、お役目御免となった峠越えの道と御
坂隧道ですが、今も現役の車道トンネルとして使われ、平成9年に国の登録有形文化財に。全長396m、幅員6m、高さ4mの隧道で、河口湖側の坑門上には、銘板「天下第一」が掲げられています。時の内務大臣・安達謙蔵（あだちけんぞう）の揮毫（きごう）で、御坂口側の扁額には「御坂隧道」なので、「天下第一」の絶景を宣言したのだと推測できます。河口湖側の出口からは眼前に富士山を
眺望、出口の左側には太宰治も逗留した「天下茶屋」があり（再建された建物です）、往時の雰囲気を今に伝えています。ちなみに「天下茶屋」ですが、もともとは「峠の茶屋」と呼ばれ、富士山の絶景から「天下一茶屋」などとも称されていましたが、徳富蘇峰（とくとみそほう）が新聞で「天下茶屋」と紹介したことで、その名が定着したもの。徳富蘇峰が主幹の『國民新聞』の昭和13年10月6
日発行に、太宰治は『富士に就いて』というエッセイを掲載しています。	御坂峠旧道、天下茶屋前からの眺望	御坂峠旧道、天下茶屋前	天下茶屋	御坂峠への登り口	「富士には月見草がよく似合う」で知られている太宰治の「富嶽百景」の舞台となった天下茶屋があり、茶屋近くの遊歩道には太宰治の文学碑があります。また、御坂山エリアではブナ大木やミズナラなど季節の植物、石仏や石垣など
歴史ある峠道を楽しむことが出来ます。	基本情報	住所	南都留郡　富士河口湖町	アクセス	富士急行線河口湖駅からバスで30分	天下茶屋バス停下車すぐ中央自動車道河口湖ICから20分	施設情報	お問合せ先	名称	富士河口湖町観光課	電話番号	0555-72-3168	ホームページ	記載されている情報は、2024年4月16日現在のものです。	記載内容は予告なしに変更されることがありますのであらかじめご
了承ください。	最新の情報は、各施設などに直接お問合せください。	97	御坂峠〜黒岳	歩いて旅した懐かしい時代に思いをはせ“御坂の峠”をたどる	黒岳展望台	登山道の木々の間から富士山の頭が見える。	黒岳山頂　展望台は少し下る。	展望台から河口湖と富士山。	人が歩いて越えた峠の歴史としては、日本神話の時代にさかのぼる「御坂」。その名の由来は、日本武尊が草薙の剣を手に東国討伐
に向かった際に越えたことが由来といわれている。以後、様々な時代、無数の人々の足跡が刻まれた。そんな峠から、さらに御坂山地の最高峰、標高1,793mの「黒岳」へ。鎌倉街道の御坂路沿いには石仏群、幻の御坂城跡。黒岳展望台からは眼下に河口湖の全景ごしの見たこともない富士山。それはきっと歩いて旅した古の人々が見ていた風景…。	黒岳から中沢山経由は、急傾斜の登山道もあるた
め、初心者は来た道を戻る方が安心。	中沢山への下り	★★中級者向け	#インスタ映え	#眺望が素晴らしい	#歴史を巡る	#アクセスしやすい	#紅葉がきれい	親子	グループ	9:00御坂トンネル入口駐車スペース→御坂峠～黒岳ハイキング→15:00駐車場へ戻り→河口湖湖畔宿泊	河口湖湖畔散策・河口浅間神社や天下茶屋で名物のキノコほうとう→帰路	問い合わせ先	富士河口湖町観光連盟	TEL:	0555-
28-5177	登山口に通じる林道は工事や冬季閉鎖のため通行止めになる場合があります。事前に確認してください。	登山口へ向かうバスは運行期間が限られていたり本数も少ないため、時刻表やバス停などを事前に確認してから出かけるようにしましょう。	登山道は、季節や大雨、落石、工事などによりルートが変わる場合があります。最新情報を下調べして安全登山に心がけてください。	掲載して
いる所要時間、コースタイムは、あくまでも目安です。歩く人によって差異が生じますので、時間にゆとりを持った登山を心がけてください。	ゴミは必ず持ち帰りましょう。	このページをシェアする	笛吹市／標高1,570m（新道峠）・1,515m（大石峠）／山梨百名山	１	正規な地名の	御坂峠はどこにある	２	地図などで	御坂峠はどこにある		３	「富士見三景」の	御坂峠はどこにある	３　「富士見
三景」の御坂峠はどこにある	３．１	太宰治「富嶽百景」では、「富士三景の御坂峠」は「東の御坂峠」	太宰治は小説「富嶽百景」で、滞在している天下茶屋がある「東の御坂峠」に関して、三件の歴史的事項を書いてます。	①この峠は、甲府から東海道に出る鎌倉往還の衝に当つてゐて	②ここから見た富士は、むかしから富士三景の一つ	③むかし、能因法師が、この峠で富士をほめた歌を作つた
　御坂峠、海抜千三百米。この峠の頂上に、天下茶屋といふ、小さい茶店があつて、井伏鱒二氏が初夏のころから、ここの二階に、こもつて仕事をして居られる。私は、それを知つてここへ来た。井伏氏のお仕事の邪魔にならないやうなら、隣室でも借りて、私も、しばらくそこで仙遊しようと思つてゐた。	　井伏氏は、仕事をして居られた。私は、井伏氏のゆるしを得て、当分その茶屋に落ちつく
ことになつて、それから、毎日、いやでも富士と真正面から、向き合つてゐなければならなくなつた。この峠は、甲府から東海道に出る鎌倉往還の衝に当つてゐて、北面富士の代表観望台であると言はれ、ここから見た富士は、むかしから富士三景の一つにかぞへられてゐるのださうであるが、私は、あまり好かなかつた。好かないばかりか、軽蔑さへした。あまりに、おあつらひむきの富士であ
る。まんなかに富士があつて、その下に河口湖が白く寒々とひろがり、近景の山々がその両袖にひつそり蹲つて湖を抱きかかへるやうにしてゐる。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。これは、まるで、風呂屋のペンキ画だ。芝居の書割だ。どうにも註文どほりの景色で、私は、恥づかしくてならなかつた。	・・・・・・・	「いや、いや。脱俗してゐるところがあるよ。歩きかたなんか、な
かなか、できてるぢやないか。むかし、能因法師が、この峠で富士をほめた歌を作つたさうだが、――」	　私が言つてゐるうちに友人は、笑ひ出した。	青空文庫「富嶽百景」太宰治　より引用	しかし、この三件は「西の御坂峠」にある「御坂峠」のことです。	①鎌倉往還とは、鎌倉幕府の御家人が「いざ、鎌倉」と馳せ参じた街道で、御坂峠を越えていく御坂路のことです。「東の御坂峠」が出て
きたのは、御坂隧道が竣工した1931年（昭和6年）以降ですから、鎌倉時代にあった御坂峠は「西の御坂峠」です。	③能因法師(988-1058年)は平安時代中期の歌人で、小倉百人一首の「嵐吹く三室の山のもみぢ葉は竜田の川の錦なりけり」の作者です。平安時代に御坂峠に来たならば、そこは「西の御坂峠」です。	②の富士三景は、WEBのGoogleで検索すると太宰治の「富嶽百景」のためか、天
下茶屋がある「東の御坂峠」が出てきます。	「富士見三景」で検索すると、「西の御坂峠」と「東の御坂峠」が半分ずつ出てきます。そこで、「甲州富士見三景」で検索して、（More）-（Books）で表示すると、大正時代の文献が出てきます。これにより、富士三景の「御坂峠」は「西の御坂峠」であることがわかります。	３・２　「富士見三景の御坂峠」は「西の御坂峠」	「東の御坂峠」がで
きる1931年（昭和6年）以前に出版され、「御坂峠」の写真がある「富士見三景　御坂峠」の文献を二件示します。	（１）「富士山麓と御嶽　山梨県編集　大正十三年（1924年）発行」	山梨県が出版した観光案内書のようです。観光の順路説明があり、「籠坂より吉田」-「大月駅より下吉田」-「大月駅から下吉田」-「吉田より精進」と続き、	「吉田より精進」の中の船津のところで、河口湖-鵜
の島-胎内-嘨山-鐘懸の松-丸山-御坂峠となります。	「御坂峠」の解説文の前に、「御坂峠より見たる河口湖と富士」の写真があります。この河口湖と富士山は、御坂黒岳と御坂山の鞍部にある「西の御坂峠」周辺から写したものです。（「御坂峠からの富士山展望図」は後で詳述）。図１６で示した「東の御坂峠」の天下茶屋周辺からの河口湖と富士山ではありません。	解説文は、簡潔ではあります
が4行の中に太宰治「富嶽百景」に出てくる①鎌倉往還（鎌倉街道）②富士三景（富士見三景）③能因法師が入ってます。	この三点が大正十三年頃の御坂峠の観光要素のようです。	△御坂峠	鎌倉街道に於ける第一の難関であって舟津より河口湖村を経て頂上迄二里半、頂上より河口湖を隔てゝ見る不二の展望、最も優れているので、花水坂、西行坂と共に古来富士見三景の名勝とされている。	御坂路
に氷りかしたる甲斐がれのさながらさらすたつくりのこと　（能因法師）	この本で富士北面の観光地として、三ツ峠、十二ヶ嶽、パノラマ台、足羽山（足和田山）は出てきますが、現在富士展望で有名な新道峠、御坂黒岳は出てきません。新道峠はまだなかったのか、利用する人が少なかったのかは不明です。	　　　　　	「富士山麓と御嶽　山梨県編集　大正十三年発行」P44-45より引用	（２）
「富士の地理と地質　石原初太郎著　古今書院　昭和三年（1928年）発行」	この本は、浅間神社社務所が富士山に関する古典的な研究を編纂した「富士の研究」（古今書院から昭和3～4年刊行）の一冊です。	「１　富士の歴史」「２　浅間神社の歴史」「３　富士の信仰」「４　富士の文学」「５　富士の地理と地質」「６　富士の動物」。	富士山の研究書であるから、その内容は学問的根拠を
もってに記載されている。「御坂峠」は「第五章　富士山の形態」-「第四節　八面相」-「北面の富士」に出てきます。	その中で、研究目的を次のように述べている。そのため、写真付きの御坂峠の解説があります。	「富士山の頂上は、凸凹があり「八葉の蓮華」などと呼ばれている。また八面玲瓏などと、いずれの方向から見ても同一のように形容されるが、これは粗雑な観察のためである。これ
を詳細に研究するには八面からの写真が必要である。」	御坂峠からの富士山と河口湖の写真は、（１）「富士山麓と御嶽」とほど同様で、「西の御坂峠」周辺からのものです。	御坂峠の解説文	北面の富士は御坂峠の観望で代表される。この峠は甲府平野から東海道に通ずる鎌倉往還の衝に當り、中央線が開通するまでは往来相応に繁かりし處で、随って此処からの富士は甲州における富士見三景の
一と唱へられたものである。彼の能因法師が	御坂路にこほりかしけるかひが根のさながらさらすたづくりのごと	と詠んだのも、物徂徠が・・・・・		ここでも①鎌倉往還②富士三景（富士見三景）③能因法師が記載されており、学問書のためか、④物徂徠の漢詩まであります。	物徂徠は、荻生徂徠のことで、江戸時代中期前期の儒学者・思想家・文献学者です。	将軍・綱吉の知己も得ている。吉保は
宝永元年（1705年）に甲府藩主となり、宝永7年（1706年）に徂徠は吉保の命により甲斐国を見聞し、紀行文『風流使者記』『峡中紀行』として記している。	『峡中紀行』に、「犬目峠は犬目宿と下鳥沢の間」にあるとの記載があり、「歌川広重の三枚の「甲斐犬目峠」、その「犬目峠」はどこにある」で最も重要な書物です。	「漢詩に、美人微笑立雲端」とせっかく美人が出てきたのに、その意
味は分かりません。	しかし、儒学者は自分の小説に合わないと思ったのか、太宰治の「富嶽百景」には出てきません。	この石原初太郎の四女が太宰治と結婚しています。石原初太郎は太宰治の岳父です。その太宰治が「富嶽百景」を書いています。	「富士の地理と地質　石原初太郎著　古今書院　昭和三年発行」	P77　より引用>	これらの大正十三年、昭和三年発行の書物の「御坂峠」解説文と写
真により、富士見三景の御坂峠は御坂黒岳と御坂山の鞍部にある「西の御坂峠」であることがわかりました。	３．３　「西の御坂峠」からの富士山	現在、甲州富士三景の「西の御坂峠」からは、富士山は見えません。「御坂峠」表示板の後ろが河口湖方面からの登山道で、右横に現在使われていない御坂茶屋の端部が見えています。	「平成富嶽百景」東京新聞出版局２００６年刊、「富士山の見え
る山ベストコ－ス45」２０１１年刊　の「西の御坂峠」の写真では、河口湖は樹木で隠れて見えませんがその上の富士山はほとんど見えています。	この頃は、御坂茶屋が営業しており、樹木の伐採を行っていたためかもしれません。それでも登山道そばの樹木が少し伸びると河口湖は見えなくなるので大正時代に河口湖が峠頂上から見えていたかは不明です。	図３９-１　「西の御坂峠」頂上からの
展望　　（2015年5月17日撮影。富士山は見えません。）	図３９-２　「西の御坂峠」頂上からの展望　「平成富嶽百景」東京新聞出版局２００６年刊より引用	図３９-３　「西の御坂峠」頂上からの展望　　「富士山の見える山ベストコ－ス45」２０１１年刊より引用	カシバードで作成した「御坂峠」からの富士山と河口湖を図４０に示します。	図４０　カシバードで作成した「御坂峠」からの
展望　	３．２で掲示した大正十三年、昭和三年の「西の御坂峠」からの写真二枚は、峠に到着する手前の登山道から写した写真と思います。	図４１に示すように峠頂上手前のカシバード画像は、河口湖の見え方がほぼ同じです。	図４１　カシバードで作成した河口湖から「御坂峠」へ行く登山道からの展望　	ここからの展望も、現在は樹木により妨げられています。	図４２の写真は、私が
2014.12.27に登山した時の、御坂峠頂上手前15分ほどのところからの富士山です。手前の樹木がなければ、大正十三年、昭和三年の「西の御坂峠」からの写真と同じです。大正、昭和初期には画面手前にある峠道の樹木はすべて伐採されていたと思います。	このような状況ですので、現在、「富士見三景」と言われた「御坂峠」からの富士山は、樹木の奥にしか、見ることはできないようです。
図４２　「西の御坂峠」頂上手前15分ほどのところからの展望　　（201４年１２月２7日撮影。富士山と河口湖が見えています。）	明治天皇崩御の一ヶ月前の明治45（1912）年6月に発行された「富嶽百景」に、「御坂峠」の写真がありました。前の二枚とほぼ同じ構図になっています、	明治45年に英語付きの写真集「富士山百景」が販売されていたとは驚きます。19世紀後半にヨーロッパで流
行したジャポニズムの影響でしょうか。北斎の「富嶽三十六景」で富士山は世界的にかなり有名になっていたと思います。	「峠」は「passではなく「peak」になってます。「peak」」は、現在の英和辞典では(とがった)山頂、峰、(山頂のとがった)山、孤峰、(屋根・塔などの)とがった先、尖端(せんたん)、(ひげなどの)先、先端、絶頂、最高点	「province」は、現在の英和辞典では「(カナダ・
オーストリア・スペインなどの)州、省、地方、いなか、(学問・活動の)範囲、領域、分野、職分、本分、管区」です。	富士見三景の「花水坂」、「西行坂」は載っていません。	図４３　「富士百景」の「甲斐御坂峠から見たる富士」　	「富士百景」今尾掬翠	撮影-　実業之日本社　明45.6発行-国立国会図書館デジタルコレクション76/131より引用	岡田紅陽の「富士百影作品集」に「御坂峠から見
たる富士（海抜一五二五米）」があります。	岡田紅陽は富士山撮影で著名で、旧５千円札と新千円札の裏に描かれている逆さ富士のデザインは、彼が１９３５（昭和１０）年に本栖湖畔から撮影した作品「湖畔の春」を参考にしたといわれています。	解説に「自動車のドライブを欲しいままにしつつ、この景勝の鑑賞を満喫し得るようになった。」とあります。そうすると、御坂トンネルから出た
ところからの写真かと思いましたが、河口湖の形が違います。やはり、岡田紅陽の写真は峠手前の登山道から写したと思います。	御坂トンネルから出たところから景色は、カシバードでは図のように河口湖がかなり見えます。	現在、この辺りに富士山展望台ができており樹木のためか、河口湖が少し見えるぐらいです。	「新御坂峠からの富士	｜富士山NET｜山梨日日新聞社」のサイトにおいて、
「新富嶽百景」の「新御坂峠」と呼ばれています。	図４５　カシバードで作成した西の御坂峠付近にある新御坂トンネルから出たところからの展望　	図４６　御坂トンネルから出たところにある展望台からの富士山（googleストリートビューで作成）	３．４　いつ頃から御坂峠は富士見三景と呼ばれたか	富士見三景の位置と富士山を示します。	図４7	富士見三景の位置	図４８　富士見三景　西行
峠からの富士山	山梨県南部町。公園化された峠には西行法師が全国行脚の途中にこの地で詠んだという歌碑が建ち、碑から東へ目をやると静岡県のうねった山脈から、ちょこっと頭を出しています。まるでお盆の上にでも置いたような珍しい景観は甲斐国富士見三景のひとつで「盆中の富士」と言われています。	富士川の流れや南アルプスの山々も望めます。	「風になびく	富士の煙の	空に消えて
ゆくへも知らぬ	わが思ひかな」	文、写真とも　西行峠からの富士-富士山NET｜ふじさんネットから引用	図４９　冨士見三景　花水坂からの富士	山梨県北杜市。花水坂は、甲州五道九筋のひとつで、かつて甲州と信州を結ぶ重要な道でした。ここから眺める富士は、南部町の西行峠、笛吹市の御坂峠と並び「甲州の富士見三景」のひとつとして親しまれてきました。国道２０号から坂道を登るにつ
れて、のどかに広がる田園風景の向こうに次第に姿を現す富士の展望が実に山梨らしいです	文、写真とも　花水坂からの富士-富士山NET｜ふじさんネット　より引用	今回の富士見三景に関する書籍の調査結果を表７に示す。この表７の古いほうから説明を行います。	表７　　富士見三景に関する書籍	発行年度		書名、Webサイト	著者		富士見三景の記述			備考		引用元	2020年	令和2年	Web	天下
茶屋			富士見三景		天下茶屋前の御坂峠	引用元	2020年	令和2年	Web	山梨県	御坂峠天下茶屋			富士見三景			実際の御坂峠は、御坂山系の稜線上	引用元	2014年	平成26年	るるぶ山梨	富士五湖	勝沼	清里	甲府’14〜’15	甲斐富士見三景		天下茶屋前の御坂峠	引用元	31富士山		1985年	昭和60年	車窓の山旅	中央線から見える山		山村正光		山梨県の富士見三景		天下茶屋前の御坂峠		引用元		1968年	昭
和43年	日本の旅路	野田宇太郎		富士三景		天下茶屋前の御坂峠	引用元			1961年	昭和36年		日蓮・その生涯と足跡		小川雪夫	富士見三名所	西行坂は、東八代の御坂峠、北巨摩の花水峠と共と富士見三名所	引用元	1958年	昭和33年	日本の風土記				富士見三景			御坂嶺			引用元			1939年	昭和14年		富嶽百景		太宰治	富士三景			天下茶屋前の御坂峠	引用元			1937年	昭和12年		日本地名辞典			富士見三
景				引用元			1931年	昭和6年			山梨県名木誌			甲州富士見三景			引用元		1928年	昭和3年	富士の地理と地質		石原初太郎		甲州における	富士見三景				引用元	1926年	昭和1年	史蹟名勝天然記念物調査報告書	山梨県			甲斐富士見三景				引用元	1924年		大正14年	富士山の自然界		石原初太郎		甲州富士見三景				引用元	1923年	大正13年		富士山麓と御嶽　	山梨県		富士見三景					引用元		1917年	大正
7年		富士見三景めぐり	大町桂月			富士見三景	引用元	1916年	大正6年		静岡県駿東郡誌　	静岡県駿東郡役所			富士見三景		御坂峠、乙女峠、西行坂		引用元	1910年		明治43年	新撰名勝地誌:	東海道西部.	巻		田山花袋		富士見三景		河口湖村に属し		引用元		1907年		明治40年	日本名勝地誌:	東海道之部下.	第3編		野崎城雄			河口湖村に属し	引用元	1906年		明治39年		日本山嶽志		高頭式編集	富士見三
景				引用元	1903年	明治36年		中央線鉄道案内	大澤熊次郎		富士見三景	御坂嶺	引用元		1896年	明治28年		山梨鑑　上	小幡宗海,	安藤誠治	富士見三景	御坂嶺		引用元		1894年	明治27年		日本名勝地誌			富士見三景				引用元		1891年	明治24年		甲斐叢記			三富士		花水阪	引用元	1851年	嘉永4年	甲斐叢記	大森快庵			無し		御坂嶺、西行阪		引用元		1814年	文化1年		甲斐国志		松平定能		無し			引用元	
（１）今回の調査で、御坂峠が出てくる最も古い書籍は1814年（文化1年）の「甲斐国志」です。	甲斐国志（かいこくし）は、江戸時代の地誌。文化11年（1814年）に成立。甲斐国（山梨県）に関する総合的な地誌で、全124巻。編者は甲府勤番の松平定能（伊予守）。	山川部のところで、御坂嶺として説明されていますが、名所に関する説明はありません。	古蹟部のところで、坂道の御坂が出
てきます。御坂嶺は出てきませんが、おなじばしょをしめしています。そこで河口湖と富士山が出てきて、能因法師の歌も出てきます。しかし、富士見三景に関する記載はありません。	甲斐志料集成.	4	甲斐国志-	国立国会図書館デジタルコレクションｐ351より引用	甲斐志料集成.	5	甲斐国志-	国立国会図書館デジタルコレクションｐ53より引用	（２）今回の調査で「三富士」が出てくる最も古い
書籍は1881年（明治24年）の「甲斐叢記」です。	「甲斐叢記」は、甲斐一国の地誌で、「甲斐名所図会」ともいいいます。内容は、甲斐を九筋の道路にわけて、道路毎に山川・村落・神祠・仏閣・名所・古跡についてまとめたもので、本書は10巻から成り、前輯5冊は嘉永4年(1851)に刊行されたが、著者の大森善庵・快庵が続けて没したため、後輯5冊は明治24年(1891)から同26年にかけて刊行
されました。死亡時にすべての原稿ができていたかは不明です。	西行坂、御坂峠は前輯5冊(1851年)に記載されていますが、「富士三景」の記載はありません。花水坂は後輯5冊（1883年）に記載され、「御阪・花水・西行とを三富士とて稱譽せり」とあります。そのため、1851年から1883年の間に「富士三景」の呼称がでてきたようです。	甲斐の名所をまとめた書物なので、「甲斐の富士三
景」のようですが、「日本の富士三景」とも読み取れます。	御坂峠の説明では、日本武尊が此の坂道を越えたので「御坂」と呼ばれたと書いてます。能因法師など数名の和歌が記載されてます。	「西行坂」は2ページにわたって、挿絵をつけて記述してます。	「御坂峠」は景徳天皇の時代日本武尊がこの坂を越えたので御坂と呼ばれたと書いています。峠からは「富士の山・・・・其影湖水の面に
浮かびて、白雪青漣に涵せり。・・・往昔より御坂の富士とて世に稱譽し来つるも宜なりけり。」と称賛しています。	「御坂峠」のところに挿絵はありませんが、次の次の「河口湖」のところに、「御坂嶺　河口湖　両景」の題目で挿絵があります。この挿絵については後で詳しく述べます。	「花水坂」に「凡本州にて岳を望視るに所在も美とすれとも殊て御坂・花水・西行とを三富士とて稱譽せ
り」とあります。	「本州」に「コノクニ」が付いており、甲斐のことか、日本国のことか不明ですが、、甲州だけの三富士ではなく、日本の富士三景ようでもあります。この文が江戸時代に書かれたか、明治に書かれたかは調査不足で不明です。	図５０　甲斐叢記　大森快庵	甲斐志料集成.	2　甲斐叢記-	国立国会図書館デジタルコレクション	ｐ134より引用	（３）「甲斐叢記」の後、明治から大正
まで、「御阪峠・花水坂・西行坂」を「富士見三景」として各書物が紹介しています。	明治27年の「日本名勝地誌」、明治36年の「中央線鉄道案内」、明治39年の「日本山嶽志」など、山梨県のみでない全国版の書物が、「富士見三景」の前に「甲州」や「甲斐」がつかない、「日本」の「富士見三景」としています。	明治43年の「新撰名勝地誌:東海道西部.	巻」の著者が田山花袋になってま
す。田山花袋は「蒲団」「田舎教師」等で有名な小説家ですが、紀行文集「日本一周」も書いているので、地誌の編集なども行っていたかもしれません。	①明治36年の「中央線鉄道案内」の表紙は国の偉い人たちの題字や序が記されており、一般庶民に案内してあげますという本です。	中央線の各駅に関する名所案内をしています。「御坂嶺」は「甲府駅」で出てきます。「甲斐叢記」でも、「御
坂峠」は「御坂嶺」でしたが、ここでも「御坂嶺」です。読み方は「御坂嶺（みさかたふげ）」です。	短いですが、富士山を見るため御坂嶺に行きたくなるような文章が載っています。	「嶺上ヨリ南ヲ望メバ富士山巍峨トシテ天際に突出シ河口湖其下ニアリテ山上ノ白雪影ヲ碧水ニ寫シ絶景云フベカラズ」	図５１　明治36年発行の「中央線鉄道案内」	中央線鉄道案内-	国立国会図書館デジタルコレ
クションｐ96より引用	②明治39年の「日本山嶽志」は日本初の山岳事典で、明治時代の最大の山案内書です。この本の著者は日本山岳会を起こして二代目会長になった高頭式（しょく、仁兵衛）です。	目次の「御坂山塊」「丹沢山地」にある山の名前は現在とかなり異なります。「御坂嶺」紹介のページに、御坂峠からの河口湖と富士山の写真があります。今回の調査で見つけた最も古い御坂峠か
らの富士山の写真です。御坂峠頂上手前のところから写した写真と思います。	「御坂嶺」の登山情報は、よく読み取れませんが、東の方の八丁山の情報が多く、西の現在の黒岳に関する記述がありません。明治のころ、黒岳は登山の山としては、知られていなかったようです。	この本の「御坂山塊」にある「三嶺山」は、現在の富士山展望の山で有名な「三ツ峠山」と思いますが、説明文に富士山
の名前は出てきません。	図５２　明治39年の「日本山嶽志」		日本山岳志-GoogleBoooksより引用	③北海道の紀行文で著名な大月桂月が大正7年に「富士見三景めぐり」を書いています。その中で、「愚かや、甲州人士には斯くばかり一般に知れ渡りたる富士見三景を、余は十数年もかかりて空しく書籍の上に捜したりし也。」とかいてあります。この時代、案内書などでは「富士見三景」はあま
り紹介されていなかったようです。	また、大町桂月全集　別巻では「甲州にては、西行坂、御坂峠、花水坂を富士見三景と稱す。」と書き、甲州の冨士見三景にしています	（４）静岡県駿東郡役所	が（大正6年）	に発行した「静岡県駿東郡志」では、何故か「御坂峠、乙女峠、西行坂」が「富士見三景」になっています。	「富士眺望の名所・・・一　　富士見三景　古人三坂（御坂峠）乙女峠、西
行坂を以て富士見三景となす、・・・」と書いてますが、他の書物で乙女峠を入れた「富士見三景」はありません。	富士山に関しては、山梨県と対抗する静岡県ですから、「富士見三景」がすべて山梨県にあるのは理不尽であるとして、花水坂を除き、静岡県御殿場市と神奈川県足柄下郡箱根町の境に位置する乙女峠を入れたのかもしれません。	現在、乙女峠は、日本富士山協会のHPで『箱根外輪
山の峠「乙女峠」は古くから富士見三峠の一つに数えられる好景勝地』と紹介されています。	他の二峠は「御坂峠」と「薩た峠」です。古くからと書いているので、調べましたが、2015年以前の書物、Webサイトには「富士見三峠」は出てきません。そのため、「富士見三峠」の御坂峠は、「東の御坂峠」のようです。また、「富士見三峠」はそれほど有名になっていないようです。	乙女峠は上記
した「」富士百景」のにも載り、富士見の峠とは明治のころから有名のようです。	図４３　「富士百景」の「箱根乙女峠より見たる富士」　	「富嶽百景」今尾掬翠	撮影-　実業之日本社　明45.6発行-国立国会図書館デジタルコレクション29/131より引用	図４４　大正6年発行の「静岡県駿東郡志」	静岡県駿東郡誌　静岡県駿東郡役所編集　大正6年発行　より引用	（５）1924年（大正14年）「富
士山の自然界」で、	山梨県嘱託の石原初太郎が「甲州富士見三景」として、日本ではなく山梨県の三景にしています。この時期には、静岡県や神奈川県にも著名な富士山展望地がでてきて、「御阪峠・花水坂・西行坂」を日本の冨士見三景にはできない状況になったと推察します。	その後は「富士見三景」と「甲州富士見三景	」が半々出てきます。	なお、太宰治は次に示す「富嶽百景」の冒頭で、
岳父の石原初太郎の「富士山の自然界」の文章を用いています。しかし、「富嶽百景」では「甲州」と「見」を除き「富士三景」にしています。	「この峠は、甲府から東海道に出る鎌倉往還の衝に当つてゐて、北面富士の代表観望台であると言はれ、ここから見た富士は、むかしから富士三景の一つにかぞへられてゐるのださうであるが、私は、あまり好かなかつた。」	太宰治の「富嶽百景」につ
いては『太宰治「富嶽百景」の富士山』で検討します。	（６）昭和36年の「日蓮・その生涯と足跡」で、小川雪夫は次の様に「富士見三名所」と書いてます。	[西行坂は、東八代の御坂峠、北巨摩の花水峠と共と富士見	三名所の一つで、松のところからは富士の上半身が山波の上にみえるのであった。」	やはり、「富士見」の後に来る語句は「三景」はおかしく、場所に関する語句が来るべきと考
えていた人は多いと思います。	「富士見」が有名な「三名所」→「富士見」の「三名所」→「富士見三名所」で問題がない。	「富士見」が有名な名所から見る三つの景色　×→　「富士見」の「三景」→「富士見三景」	「富士見三景」は語呂が良く、言わんとするところはわかるので、「富士見三景」が定着したようですが、その意味を正確に説明できないところが有ります。	（７）昭和後半から現
在まで。「富士見三景」はあまり使われてないようです。	Weｂ検索でも、御坂峠、西行坂、花水坂の各々のサイトでここは「富士見三景」の一つですという説明がありますが、「富士見三景」を説明しているサイトがありません。「ウィキペディア」にもありません。これは次の二点のためと思われます。	①現在、有名な富士山展望地が各地にできて、御坂峠、西行坂、花水坂を「富士見三景」と
する状況ではない	②本来の御坂峠である「西の御坂峠」では現在富士山が見えない。天下茶屋がある「東の御坂峠」を「御坂峠」にすると、調べるとすぐわかってしまう。	現在、天下茶屋のある「東の御坂峠」を「富士見三景」の「御坂峠」としている観光案内は少しありますが、将来的にはなくなると思います。	太宰治の「富嶽百景」の効力も消えていくと思います。	１	正規な地名の	御坂峠は
どこにある	２	地図などで	御坂峠はどこにある		３	「富士見三景」の	御坂峠はどこにある	太宰治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだとこき下ろしたのが、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って湖を抱きかかえるようにしている。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中
略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間は、現在、国道137号で結ばれている。長いトンネルで御坂山の中腹をまっすぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂峠に続く国道137号の旧道（県道708号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り
切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない全長396mの古いトンネルを抜けると、「いきなり！」といった感じで富士の姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動する。	そして、トンネル出口にたたずむのが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやト
ンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健在である。	富士山スカイライン（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイカーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そして、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで
延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mという切りのいい数字は公称値で実際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上げていく富士山スカイラインの登山区間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区
間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）	◎撮影時期／11月上旬	富士スバルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛峠（2360m）に次いで日本で3番目の高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関
口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつルートだ。通行料は少々高めだが、変化に富んだ走りを楽しむことができ、五合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-8月の夏山シーズンは平日でも混雑。	山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五
合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎正式名称／富士山有料道路	◎区間距離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間はあったものの、今年で創業80年を迎える天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきの
こほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何かの縁か……。2階は太宰治文学記念館になっていて、ゆかりの品々を展示中。茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍野八海	富士の雪解け水が長い年月をかけて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、
富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を
一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ抜ける途中にある三国峠。その峠の手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングスペースは駐車車両でいっぱい……ということが多い。	●正式名称：県道730号/147号
山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須うどん	民家風の店でいただく、おいしい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは「あったかいの（かけ）」と「つめたいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。
看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。	●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』にも選ばれている。橋の上には視界を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が
500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。	●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す360度の大パノラマ	広大な樹海の広がる富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田
山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、その屋上からは富士山はもとより、裾野に広がる樹海や周囲の山々にいたるまで360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の
静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の素晴らしさで、客室からも大浴場からも雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミリーやグループで泊まれば、さらに割安に利用することができる。	●1泊2食付12,290円
（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式名称／県道708号富士河口湖笛吹線	◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のり
だ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富士の眺めを一日かけてたっぷり味わいたいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会	Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会
Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点のものですので、お出かけの際には最新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	Page	2	太宰治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだとこき下ろしたの
が、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って湖を抱きかかえるようにしている。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間は、現在、国道137号で結ばれている。長いトンネルで御坂山の中腹をまっす
ぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂峠に続く国道137号の旧道（県道708号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない全長396mの古いトンネルを抜けると、「いきなり！」といった感じで富士の
姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動する。	そして、トンネル出口にたたずむのが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやトンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健在である。	富士山スカイライン（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイ
カーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そして、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mという切りのいい数字は公称値で実際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間
をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上げていく富士山スカイラインの登山区間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）	◎撮影時期／11月上旬	富士スバルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう
富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛峠（2360m）に次いで日本で3番目の高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつルートだ。通行料は少々高めだが、変化に富んだ走りを楽しむことができ、五
合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-8月の夏山シーズンは平日でも混雑。	山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎正式名称／富士山有料道路	◎区間距離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬
季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間はあったものの、今年で創業80年を迎える天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきのこほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何かの縁か……。2階は太宰治文学記念館になっていて、ゆかりの品々を展示中。
茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍野八海	富士の雪解け水が長い年月をかけて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿
がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ抜ける途中にある三国峠。その峠の手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を
一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングスペースは駐車車両でいっぱい……ということが多い。	●正式名称：県道730号/147号	山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須うどん	民家風の店でいただく、おいしい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返
してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは「あったかいの（かけ）」と「つめたいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。	●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：
河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』にも選ばれている。橋の上には視界を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。
●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す360度の大パノラマ	広大な樹海の広がる富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、その屋上からは富士山はもとより、裾野に広がる樹海や周囲の山々にいたるまで
360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の素晴らしさで、客室からも大浴場から
も雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミリーやグループで泊まれば、さらに割安に利用することができる。	●1泊2食付12,290円（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式名称／県道708号富士河口湖笛吹線
◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のりだ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富士の眺めを一日かけてたっぷり味わい
たいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会	Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会	Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点のものですので、お出かけの際には最
新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	Page	3	太宰治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだとこき下ろしたのが、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って湖を抱きかかえるようにしている。私
は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間は、現在、国道137号で結ばれている。長いトンネルで御坂山の中腹をまっすぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂峠に続く国道137号の旧道（県道708
号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない全長396mの古いトンネルを抜けると、「いきなり！」といった感じで富士の姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動する。	そして、トンネル出口にたたずむ
のが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやトンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健在である。	富士山スカイライン（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイカーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そし
て、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mという切りのいい数字は公称値で実際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上げていく富士山スカイラインの登山区
間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）	◎撮影時期／11月上旬	富士スバルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛峠（2360m）に次いで日本で3番目の
高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつルートだ。通行料は少々高めだが、変化に富んだ走りを楽しむことができ、五合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-8月の夏山シーズンは平日でも混雑。
山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎正式名称／富士山有料道路	◎区間距離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間はあったものの、今年で創業80年を迎え
る天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきのこほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何かの縁か……。2階は太宰治文学記念館になっていて、ゆかりの品々を展示中。茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍野八海	富士の雪解け水が長い年月をか
けて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光
協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ抜ける途中にある三国峠。その峠の手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングスペースは駐車車両でいっぱい……と
いうことが多い。	●正式名称：県道730号/147号	山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須うどん	民家風の店でいただく、おいしい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは「あったかいの（かけ）」と「つめ
たいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。	●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』にも選ばれている。橋の上には視界
を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。	●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す360度の大パノラマ	広大な樹海の広が
る富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、その屋上からは富士山はもとより、裾野に広がる樹海や周囲の山々にいたるまで360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／
Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の素晴らしさで、客室からも大浴場からも雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミリーやグループで泊まれば、さらに割安に
利用することができる。	●1泊2食付12,290円（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式名称／県道708号富士河口湖笛吹線	◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約
90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のりだ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富士の眺めを一日かけてたっぷり味わいたいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会
Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会	Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点のものですので、お出かけの際には最新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	Page	4	太宰治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋
のペンキ画のようだとこき下ろしたのが、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って湖を抱きかかえるようにしている。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間は、現在、国道137号で結ばれている。
長いトンネルで御坂山の中腹をまっすぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂峠に続く国道137号の旧道（県道708号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない全長396mの古いトンネルを抜けると、
「いきなり！」といった感じで富士の姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動する。	そして、トンネル出口にたたずむのが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやトンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健在である。	富士山スカイライン
（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイカーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そして、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mという切りのいい数字は公称値で実
際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上げていく富士山スカイラインの登山区間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）	◎撮影時期／11月上旬	富士スバ
ルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛峠（2360m）に次いで日本で3番目の高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつルートだ。通行料は少々高めだが、
変化に富んだ走りを楽しむことができ、五合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-8月の夏山シーズンは平日でも混雑。	山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎正式名称／富士山有料道路	◎区間距
離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間はあったものの、今年で創業80年を迎える天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきのこほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何かの縁か……。2階は太宰治文学記念
館になっていて、ゆかりの品々を展示中。茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍野八海	富士の雪解け水が長い年月をかけて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その
水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ抜ける途中にある三国峠。その峠の
手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングスペースは駐車車両でいっぱい……ということが多い。	●正式名称：県道730号/147号	山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須うどん	民家風の店でいただく、おい
しい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは「あったかいの（かけ）」と「つめたいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。	●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市
上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』にも選ばれている。橋の上には視界を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士
を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。	●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す360度の大パノラマ	広大な樹海の広がる富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、その屋上からは富士山はもとより、裾野に
広がる樹海や周囲の山々にいたるまで360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の
素晴らしさで、客室からも大浴場からも雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミリーやグループで泊まれば、さらに割安に利用することができる。	●1泊2食付12,290円（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式
名称／県道708号富士河口湖笛吹線	◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のりだ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富
士の眺めを一日かけてたっぷり味わいたいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会	Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会	Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点
のものですので、お出かけの際には最新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	Page	5	太宰治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだとこき下ろしたのが、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って
湖を抱きかかえるようにしている。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間は、現在、国道137号で結ばれている。長いトンネルで御坂山の中腹をまっすぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂
峠に続く国道137号の旧道（県道708号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない全長396mの古いトンネルを抜けると、「いきなり！」といった感じで富士の姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動す
る。	そして、トンネル出口にたたずむのが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやトンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健在である。	富士山スカイライン（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイカーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士
宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そして、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mという切りのいい数字は公称値で実際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上
げていく富士山スカイラインの登山区間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）	◎撮影時期／11月上旬	富士スバルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛
峠（2360m）に次いで日本で3番目の高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつルートだ。通行料は少々高めだが、変化に富んだ走りを楽しむことができ、五合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-
8月の夏山シーズンは平日でも混雑。	山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎正式名称／富士山有料道路	◎区間距離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間は
あったものの、今年で創業80年を迎える天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきのこほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何かの縁か……。2階は太宰治文学記念館になっていて、ゆかりの品々を展示中。茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍
野八海	富士の雪解け水が長い年月をかけて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍
草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ抜ける途中にある三国峠。その峠の手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングス
ペースは駐車車両でいっぱい……ということが多い。	●正式名称：県道730号/147号	山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須うどん	民家風の店でいただく、おいしい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは
「あったかいの（かけ）」と「つめたいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。	●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』
にも選ばれている。橋の上には視界を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。	●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す
360度の大パノラマ	広大な樹海の広がる富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、その屋上からは富士山はもとより、裾野に広がる樹海や周囲の山々にいたるまで360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし
（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の素晴らしさで、客室からも大浴場からも雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミ
リーやグループで泊まれば、さらに割安に利用することができる。	●1泊2食付12,290円（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式名称／県道708号富士河口湖笛吹線	◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中
央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のりだ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富士の眺めを一日かけてたっぷり味わいたいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協
会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会	Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会	Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点のものですので、お出かけの際には最新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	Page	6	太宰
治が名作『富岳百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだとこき下ろしたのが、この御坂峠からの富士の眺めである。	『まんなかに富士があって、その下に河口湖（中略）。近景の山々がひっそり　うずくま　蹲って湖を抱きかかえるようにしている。私は、ひとめ見て、狼狽し、顔を赤らめた。（中略）どうにも註文どおりの景色で、私は、恥ずかしくてならなかった』	甲府盆地と河口湖の間
は、現在、国道137号で結ばれている。長いトンネルで御坂山の中腹をまっすぐに抜けていく快適な道だ。	中央自動車道の一宮御坂ICから南に向かうと、その新御坂トンネル手前で左へそれる細い道がある。これが御坂峠に続く国道137号の旧道（県道708号）で、くねくねと曲がりくねった山道を登り切ると、苔むした御坂隧道の入口が現れる。そして、この薄暗く、勾配があって先を見通せない
全長396mの古いトンネルを抜けると、「いきなり！」といった感じで富士の姿が目に飛び込んでくる。甲府側は手前の山が邪魔して富士の姿はほとんど拝めない。それだけに、この出会いには一瞬息を呑むほど感動する。	そして、トンネル出口にたたずむのが太宰治の滞在した天下茶屋。バイパスやトンネルの完成によって峠の茶屋が次々姿を消していくなか、変わらぬ富士の姿とともにいまも健
在である。	富士山スカイライン（No.034)	標高2400ｍの新五合目はマイカーで行ける国内最高所。	富士山スカイラインはもともと有料道路（正式名称：表富士周遊道路）だった道で、富士山南側の山裾を巻いて富士宮と御殿場で結ぶ『周遊区間』、そして、旧料金所の分岐から富士宮口新五合目まで延びる『登山区間』からなる。登山区間の終点はマイカーで行ける国内最高所だが、2400mとい
う切りのいい数字は公称値で実際は10mほど低いようだ。周遊区間は林間をゆく快適なワインディング。西臼塚PA、水ヶ塚PA、太郎坊周辺は絶好の富士眺望スポットだ。	タイトターンを繰り返し、ぐんぐん標高を上げていく富士山スカイラインの登山区間。	◎正式名称／県道23／152	／180号	◎区間距離／46km（周遊区間）／13.5km（登山区間）	◎冬季閉鎖／1月下旬-4月下旬（登山区間）
◎撮影時期／11月上旬	富士スバルライン（No.035)	多くの登山客で賑わう富士登山のメインルート。	標高2305ｍの富士山五合目は、マイカーで行ける場所としては富士宮新五合目（2400m）、川上牧丘林道の大弛峠（2360m）に次いで日本で3番目の高所。江戸時代から富士登山（富士講）の玄関口として賑わった場所で、1964年7月開業の富士スバルラインも、すでに半世紀の歴史をもつ
ルートだ。通行料は少々高めだが、変化に富んだ走りを楽しむことができ、五合目周辺からの展望は抜群。河口湖や青木ヶ原の樹海を眼下に、南アルプスや中央アルプス、八ヶ岳や浅間山の山々を一望にできる。ただし7-8月の夏山シーズンは平日でも混雑。	山麓から眺めると端正な姿をした富士山も、五合目まで来るとご覧の通り。ひしゃげたような山容になり、荒々しい山肌も際立ってくる。	◎
正式名称／富士山有料道路	◎区間距離／28km	◎普通車2,000円（往復）	◎冬季閉鎖なし（積雪時は通行止め）	◎撮影時期／11月上旬	ご当地情報	A：天下茶屋	名作『富岳百景』を生んだ峠の茶屋	約10年間の休業期間はあったものの、今年で創業80年を迎える天下茶屋。店の名物はほうとう（写真はきのこほうとう鍋1,410円）だが、太宰の滞在した茶屋の名物がほうとう（放蕩!?）というのも何
かの縁か……。2階は太宰治文学記念館になっていて、ゆかりの品々を展示中。茶屋を利用した人は自由に見学することができる。	●9:00-日没／無休（荒天時休業）／富士河口湖町河口2739／Tel:0555-76-6659	B：忍野八海	富士の雪解け水が長い年月をかけて湧き出す	山中湖の北に広がる忍野村には、富士の伏流水が生んだ湧水池が8つあり、これらを総称して「忍野八海」と呼んでいる。写真
の湧池の湧水量は毎秒2.2トン。その水の透明度は驚くべきほどで、泳ぐ魚の姿がまるで空中に浮かんでいるように見える。周囲には水飲み場や銘水で打つそば店なども点在しているから休憩スポットに最適。	●忍野村忍草／Tel:0555-84-4222（忍野村観光協会）	C：三国峠パノラマ台	富士山と山中湖を一望する大パノラマの峠	山中湖から県道730号などで富士スピードウェイや国道246号方面へ
抜ける途中にある三国峠。その峠の手前のパノラマ台からは山中湖と富士山を一望にする大展望を拝むことができる。県道自体の交通量は少ないものの、富士山写真のファンにはよく知られた場所で、小さなパーキングスペースは駐車車両でいっぱい……ということが多い。	●正式名称：県道730号/147号	山中湖小山線／冬季閉鎖なし／Tel:0555-62-3100（山中湖観光協会）	ご当地情報	D：白須
うどん	民家風の店でいただく、おいしい吉田うどん	噛んでも噛んでも押し返してくるような弾力をもつ極太麺は、吉田うどんならではのもの。そして、風味豊かなダシがキャベツの甘みと絶妙にマッチする。メニューは「あったかいの（かけ）」と「つめたいの（つけ）」の2種類のみで、ともに400円。看板のない店は民家そのもので、玄関で靴を脱いで座敷に上がり、仏壇の前でいただく。
●11:30-14:00／日曜定休／富士吉田市上吉田3296-1／Tel:0555-22-3555	E：河口湖大橋	日本の道百選ルートから端正な富士の姿を眺める	河口湖大橋は富士五湖で唯一の湖上に架かる本格的な橋梁で、『日本の道百選』にも選ばれている。橋の上には視界を遮るものがないので爽快感もひとしお。橋長が500mなので走行時間は短いが、夜や悪天候でなければ、いつでも富士の眺めを楽しめる。
ただし駐車帯はないので、ゆっくり富士を拝むなら徒歩で渡るのもいいだろう。	●正式名称：県道707号富士河口湖富士線／橋長500m／Tel:0554-45-7810（富士北麓・東部地域振興局）	F：紅葉台	富士と樹海を見渡す360度の大パノラマ	広大な樹海の広がる富士北麓、国道139号と西湖に挟まれた足和田山の尾根筋に位置する展望台。少々荒れた未舗装路の奥には紅葉台レストハウスがあり、そ
の屋上からは富士山はもとより、裾野に広がる樹海や周囲の山々にいたるまで360度に開けた眺望を心ゆくまで堪能できる。その名の通り紅葉の時期（11月上旬）がお勧めだ。	●入場料150円／8:30-17:00／定休なし（1-3月の降雪時休業）／鳴沢村紅葉台／Tel:0555-85-2252	G：休暇村富士	田貫湖畔の静かな宿はダイヤモンド富士の名所	この休暇村･富士は、全国の休暇村の中でも最も高い稼
働率を誇る人気の宿。その理由は眺望の素晴らしさで、客室からも大浴場からも雄大な富士の姿を真正面に見ることができる。公共の宿だけに宿泊料金はリーズナブル。コテージも併設されているので、大人数のファミリーやグループで泊まれば、さらに割安に利用することができる。	●1泊2食付12,290円（平日）から／日帰り入浴料650円（11:00-14:00／火曜定休）／富士宮市佐折634／
Tel:0544-54-5200	御坂峠（No.033)	◎正式名称／県道708号富士河口湖笛吹線	◎区間距離／12km（国道137号旧道）	◎冬季閉鎖／2月上旬-4月下旬	◎撮影時期／11月中旬	アクセスガイド	御坂峠に最も近いインターは中央道・一宮御坂ICで、調布ICからは約90km。インターから御坂峠は20㎞ほどの道のりだ。名古屋方面からは新東名を新富士ICで降り、国道139号などで（富士山を中心に時
計回り）御坂峠までが約250km。山麓から富士の眺めを一日かけてたっぷり味わいたいなら、太陽の動きに合わせ東麓→南麓→西麓の順に巡るのがお勧めだ。	観光情報	富士河口湖町観光課	Tel:0555-72-3168	山中湖観光協会	Tel:0555-62-3100	忍野村観光協会	Tel:0555-84-4222	富士宮市観光協会	Tel:0544-27-5240	御殿場市観光協会	Tel:0550-83-4770	文:佐々木	節／写真:平島	格	※料金・
営業時間・問合せ先などは平成27年9月時点のものですので、お出かけの際には最新情報をご確認ください。また特に表示のないものは消費税8%税込み料金で、宿泊料は原則2名1室利用時の1名分の料金です。	この項目では、山梨県の峠について説明しています。	日本各地にある三坂峠については「三坂峠	(曖昧さ回避)」をご覧ください。	長野県と岐阜県の県境にまたがる神坂峠については「神坂
峠」をご覧ください。	滋賀県にある水坂峠については「水坂峠」をご覧ください。	愛媛県にある三坂峠については「三坂峠」をご覧ください。	岐阜県および福岡県にそれぞれある見坂峠については「見坂峠」をご覧ください。	新潟県と長野県の県境にまたがる深坂峠については「深坂峠」をご覧ください。	御坂峠	御坂隧道からの眺望所在地	山梨県南都留郡富士河口湖町・笛吹市座標	北緯35度33
分23秒	東経138度45分49秒​	/	​北緯35.55639度	東経138.76361度​	/	35.55639;	138.76361座標:	北緯35度33分23秒	東経138度45分49秒​	/	​北緯35.55639度	東経138.76361度​	/	35.55639;	138.76361標高	1520	m山系	御坂山地通過路	国道137号（新御坂トンネル）山梨県道708号富士河口湖笛吹線（御坂隧道）	プロジェクト	地形テンプレートを表示	御坂峠の位置	御坂峠の位置	御坂峠（み
さかとうげ）は、山梨県南都留郡富士河口湖町と同県笛吹市御坂町にまたがる峠。鎌倉往還御坂路のルート上にある。御坂の名は日本武尊が東国遠征の際に越えたことに由来するとされる。	富士吉田側と甲府盆地側にまたがる御坂山地の御坂山（1596	m）と黒岳	(1793	m)	との中間付近に所在する	(1520	m)	。御坂隧道開通まで、富士吉田側と甲府盆地側の行き来は徒歩により御坂峠を越えなけ
ればならなかった。	御坂隧道（笛吹市側）	御坂山と国道137号新御坂トンネルの東に位置する山梨県道708号富士河口湖笛吹線のトンネルで、延長は396	m[1]。県道となる以前は国道137号に指定されており、国道137号の旧道トンネルでもあった[1]。トンネル内は薄暗く、勾配があって先を見通せない[1]。	旧道路法により旧峠より2	kmほど東の位置に1931年（昭和6年）、御坂隧道を含む
旧・国道8号（現在の国道20号）が開通した。のちに御坂隧道を通り甲府と富士吉田を結ぶ路線バスも運行され交通の便は飛躍的に向上した。1952年（昭和27年）、新道路法制定に伴い旧・国道8号が国道20号に変更された際に、国道のルートは御坂峠越えから笹子峠（大月市・甲州市）越えに変更される。1953年（昭和28年）には現在の国道137号として指定された。	以後、「御坂峠」の呼称
は御坂隧道の富士吉田側入り口地点（標高1300	m）付近を指すようになる。また、古道の峠を「旧御坂峠」、御坂隧道の峠を「新御坂峠」と分けて呼称する場合もある。	1994年（平成6年）11月20日に後述の御坂トンネル有料道路が無料開放・国道指定されたのに伴い、国道指定を解除され、県道富士河口湖笛吹線のトンネルとなった。	新御坂隧道を含む新道が開通後、ほとんどの交通は新道経
由にシフトしたが、旧御坂隧道と旧道はすべて残されている。	御坂隧道は1997年（平成9年）には登録有形文化財に登録された。富士河口湖側のトンネルの出口に、太宰治が滞在したことでも知られる峠の茶屋「天下茶屋」がある。	甲府盆地と河口湖の間を結ぶ一般国道137号のトンネルで、御坂山の中腹を直線的に貫く延長2778	mのトンネル[1]。	1960年代になるとマイカーや観光バスの交通
量が急増したため、1967年（昭和42年）に旧御坂峠のほぼ直下の標高1000m付近を貫く形で新御坂隧道が開通した。新トンネルは御坂トンネル有料道路（延長3875	m）として通行料を収受していたが、1994年（平成6年）11月20日に無料開放された。それと同時に、御坂隧道経由の旧道は山梨県道708号となっている。	2012年の笹子トンネル天井板落下事故で崩落した天井板と同じ構造だっ
たため、トンネル区間を終日全面通行止めにした天井板の撤去工事が、2014年5月26日から6月30日の36日間の予定[2]で行われたが、予定より工事が早く進んだため当初の通行止め期間を10日短縮し、同年6月20日午後9時に通行止め解除となった[3]。当トンネル区間を含む国道137号線は甲府盆地（国中地方）と富士北麓（郡内地方）を結ぶ基幹道路であるため、1か月に及ぶ全面通行止めによ
る物流、観光等への影響が懸念され、迂回路として、「国道139号・国道358号（精進湖経由）」「山梨県道719号富士河口湖芦川線（若彦トンネル経由）」「中央道（大月JCT経由）」の3ルートが山梨県により指定された[2]が、山梨県道路管理課によると通行止め期間中の迂回路の交通量は増えたが、目立った渋滞や事故はなかったという[3]。	2020年（令和2年）3月25日、山梨県は現トンネル
の老朽化や前後のヘアピンカーブなどの線形不良区間の課題を解消するため、延長が約4,600	mとなる新トンネルのルート案を公表した[4][5][6]。	葛飾北斎『冨嶽三十六景	甲州三坂水面』	歌川広重「富士三十六景	甲斐御坂越」	江戸時代後期には浮世絵師の葛飾北斎が御坂峠から見える富士山を描いている。天保元年（1830年）から天保6年（1834年）に刊行された『冨嶽三十六景』では甲斐の
裏富士を描いた作品が六作あるが、そのうちのひとつ「甲州三坂水面」では御坂峠から河口湖に映る逆さ富士が描かれている。ただし、実景としては逆さ富士は御坂峠から見ることが出来ない。また、「甲州三坂水面」では実景として描かれる富士は夏山なのに対し、湖面に映る逆さ富士は冠雪した冬の山として描かれている。北斎没後の嘉永2年（1849年）に刊行された『北斎漫画	第十三編	無題
（甲州三坂水面）』においても同様の御坂峠から望んだ逆さ富士が描かれている。	同じく浮世絵師の歌川広重は安政5年（1858年）に刊行された『富士三十六景』において御坂峠から見える河口湖と富士が描かれている（逆さ富士は描かれていない）。広重は天保12年（1841年）に甲斐を訪れ『甲州日記』に甲斐名所のスケッチを残してるが、御坂峠を訪ねた記録は見られない[7]。	作家の井伏鱒
二と太宰治は御坂隧道の富士河口湖町側入口横にある天下茶屋に滞在して執筆活動をしている。	茶屋付近には太宰の作品『富嶽百景』にある「富士には月見草がよく似合ふ」の一節を記した文学碑が存在する。太宰は『富嶽百景』のなかで、風呂屋のペンキ画のようだと御坂峠からの富士の眺めを評した[1]。	路線バス	富士急バス	富士山駅	-	甲府駅（新御坂トンネル経由）	河口湖駅	-	天下茶屋（天
候や道路状況で運休の場合もある）	現在、御坂隧道を通過する路線バスはない。	[脚注の使い方]	^	a	b	c	d	e	佐々木・石野・伊藤	2015,	p.	58.	^	a	b	“国道137号	新御坂トンネル	終日全面通行止めのお知らせ”	(pdf).	ふえふき観光ナビ.	2014年3月31日閲覧。	^	a	b	御坂トンネル通行止め解除『山梨日日新聞』2014年6月21日付朝刊、第2版、第24面。	^	『国道137号の「新たな御坂トンネル」
ルート案が決定しました！』（プレスリリース）山梨県、2020年3月25日。	��2020年3月27日閲覧。		^	“国道137号（甲府富士北麓連絡道路）	新たな御坂トンネルルート案説明資料”	(PDF).	山梨県.	2020年3月27日閲覧。	^	“国道137号・新たな御坂トンネルルート案について知事コメント”.	山梨県.	2020年3月29日閲覧。	^	『歌川広重の甲州日記と甲府道祖神祭	調査研究報告書』、p.	89
佐々木節、石野哲也、伊藤もずく	著、松井謙介編	編『絶景ドライブ100選［新装版］』学研パブリッシングGAKKEN	MOOK、2015年9月30日。ISBN	978-4-05-610907-8。		日本の峠一覧	この項目は、道路に関連した書きかけの項目です。この項目を加筆・訂正などしてくださる協力者を求めています（プロジェクト:道路/プロジェクト:道の駅/Portal:道路）。表示編集	「	日帰り	山梨・山中
湖へ日帰りサウナ旅♪忍野八海や花の都公園へも	山中湖（山梨県）	予算：7,000円～	プランナー旅色コンシェルジュ・和田	1泊2日	山梨・山中湖へ　富士山や石割神社・グルメを満喫する女子旅	山中湖（山梨県）	予算：60,000円～	プランナー旅色編集部	1泊2日	山梨・河口湖＆甲府へ　日本の良さを体感する1泊2日カップル旅	河口湖、甲府（山梨県）	予算：146,000円～	プランナー旅色編集部
日帰り	静岡・山梨で道の駅めぐり　ツーリングで富士山が見える場所へ！	富士宮、朝霧高原、小山（静岡県）、鳴沢、富士吉田、山中湖（山梨県）	予算：4,000円～	プランナー平賀由希子	2泊3日	カップルで行く2泊3日山梨旅行。絶景や体験、ワイナリーを満喫	富士五湖、甲斐（山梨県）	予算：59,000円～	プランナー旅色編集部	1泊2日	カップルで河口湖へ　ワインや温泉、富士山を楽しむ1泊
2日旅	河口湖（山梨県）	予算：41,000円～	プランナー旅色編集部	1泊2日	1泊2日で河口湖周辺観光へ。富士山を望む宿・秀峰閣湖月に宿泊	河口湖（山梨県）	予算：40,000円～	プランナー旅色編集部	日帰り	東京から山梨へ日帰りスキー旅！ふじてんスノーリゾートや温泉へ	富士五湖（山梨県）	予算：8,000円～	プランナー旅色コンシェルジュ・甲斐	日帰り	河口湖を車なしで観光♪グルメやアー



トを楽しむモデルコース	河口湖（山梨県）	予算：8,000円～	プランナー旅色コンシェルジュ・中山	1泊2日	カヌーやショッピングで河口湖を満喫！ワインや夜景も堪能する旅	河口湖、山梨（山梨県）	予算：30,000円～	プランナー旅色編集部
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